
 

 

--------6月 5日--------- 2023 年 

※ 今週のアウトルック（6/5～6/9） 

 先週は週前半は円高、ドル安、後半は円安、ドル高という状況でした。 

金曜に発表された非農業部門雇用者数が予想を上回ったことが、 

要因のようです。 

今週は良好な米国雇用統計の流れを、そのまま引き継げるかどうかが 

ポイントとなりそうです。 

 ドル円が 140 円付近のレジスタンスを超えられるかどうかが、まずは分岐点となりそうです。 

先週のドル円は、木曜日まで下落傾向が続いたものの、 

金曜日に発表された非農業部門雇用者数の良好な結果を受けて、 

一気に 140 円付近まで挽回しました。 

 今週はこのまま上昇トレンドを継続できるかどうかが、 

まずはポイントとなりそうですが、米国雇用統計の発表で失業率は悪化しており、 

このあたりがどう受け止められるか、 

また、141 円付近のレジスタンスをブレイクできるかどうかに大きく左右されそうです。 

 ドル円の予想レンジは 137 円から 145 円です。 

先週のユーロ円は木曜日から挽回し、週末には 150 円目前まで 

上昇してそのまま週末を迎えました。 

 今週は 150 円、151 円台後半と続くレジスタンスをブレイクできるのか、 

そのあたりがポイントとなりそうです。 

ユーロドルの下降トレンド継続していることなどから、ブレイクするには時間を要する、あるい

はブレイクできずにそろそろ下降トレンド入りする可能性が高いのではないかと考えていま

す。 

 ユーロ円の予想レンジは 146 円から 155 円です。 

 ポンド円は週末に 175 円台目前まで上昇しています。 

テクニカル的にはこのまま上昇トレンドを継続しそうですが、 

ドル円、他のクロス円が調整、あるいは下降トレンド入りした場合は、このまま上昇トレンドを

継続することは難しいでしょう。 

 ポンド円の予想レンジは 170 円から 178 円です。 



 

 

 全般的にはドル高円安継続の様相ですが、再び 7 月、8 月の FOMC を見据えた 

動きが活発化しそうです。 

金利の変動などには注意を払いたいところです。 
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